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１．募 集 人 員

学 科 ・ コ ー ス 募集人員

食生命科学科 バイオサイエンスコース ５名

農 業 科 学 コ ー ス

地域総合農学科 ５名

地 域 共 生 コ ー ス

２．編入学の時期及び年次

編入学の時期は令和３年４月１日とし，第３年次に編入するものとします。

３．出 願 資 格

次の各号のいずれかに該当する者。ただし，本学に在学している者は受験できません。

（１）大学を卒業した者及び令和３年３月卒業見込みの者

（２）短期大学又は高等専門学校を卒業した者及び令和３年３月卒業見込みの者

（３）専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であること，その他の文部科学大臣の定める基準を満たしたものに限

る）を修了した者及び令和３年３月修了見込みの者（大学入学資格を有する者に限る）

（４）高等学校、中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の専攻科（修業年限が２年以上であることその他の文部科

学大臣の定める基準を満たすものに限る）を修了した者及び令和３年３月修了見込みの者（学校教育法第９０

条第１項に規定する者に限る）

（５）修業年限４年以上の大学に２年以上在学（令和３年３月までに２年以上の在学となる者を含む）し，６２単位

以上を修得した者及び令和３年３月までに修得見込みの者

（６）外国において，学校教育における１４年以上の課程を修了した者及び令和３年３月３１日までに修了見込みの者

４．出 願 手 続

（１）出願期間及び方法

令和２年５６月１８２２日（月）から令和２年５６月２２２６日（金）まで。

受付時間は出願期間中の９時００分から１１時３０分及び１３時００分から１６時００分まで。

なお，郵送の場合は必ず書留・速達とし５６月２２２６日（金）までに必着とします。

出願期間以降に到着したものは，受理しないので注意して下さい。

（２）受験票等の送付について

受験票は，出願期間終了後，受験者心得とともに志願者に速達で送付します。

６７月２１０日（火金）までに受験票等が届かない場合は，下記（３）の受付場所まで問い合わせて下さい。

（３）受 付 場 所

茨城大学農学部学務グループ

〒３００－０３９３

茨城県稲敷郡阿見町中央３－２１－１

TEL ０２９－８８８－８５１９
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（４）出 願 書 類 等

出 願 書 類 等 摘 要

編 入 学 志 願 票 本学所定の用紙に必要事項を記入して下さい。

受 験 票 ・ 写 真 票 写真１枚（縦4cm ×横3cm)は，上半身正面無帽，出願前３か月以内に撮影した

ものを写真貼付欄に貼付して下さい。

志 願 理 由 書 本学所定の用紙を用いて横書きで志願者本人が直筆で記入して下さい。（６００

字以内）

最 終 学 校 の 成 績 証 明 書 修得単位数が明記されたものとし，厳封の上提出して下さい。

（ 又 は 調 査 書 ） [注] 出願資格（５）で出願する者で単位の修得見込みの者については，令和３年３月

までに単位修得見込みの科目名及び単位数が記載されたもの。

最終学校の卒業（見込）証明書 出身学校所定のもので，出身学校長（学長，学部長，学校長）が作成したもの。

[注] 出願資格（５）で出願する者は，当該大学の学長（学部長）が作成する在学証明

書（在学年次が明記されているもの）又は在学期間証明書を提出して下さい。

振 替 払 込 受 付 証 明 書 検定料３０，０００円の振込受付証明書

（ 検 定 料 ） 納入方法

※ 別添の振込依頼書を最寄りの金融機関に持参して納入して下さい。銀行，

信用金庫，農協，ゆうちょなど全国の金融機関で納入できます。

※ 振込受付証明書と振込金受取書は，金融機関の受領印があることを確認の

上，受け取って下さい。

※ 出願書類に振込受付証明書を同封して出願して下さい。

※ 振込金受取書は本人の控えとして，受験票が手元に届くまで大切に保管し

て下さい。

※ 振込時の振込手数料は，振込人負担となります。

※ 出願書類を受理した後は，いかなる理由があっても振込済の検定料は返還

できません。

受 験 票 送 付 用 封 筒 任意の長形３号（12cm×23.5cm) の封筒を用意して下さい。封筒に宛先（住所，

氏名，郵便番号）を明記し，３７４円分の切手（速達）を貼付して同封して下さ

い。

出願資格（３）に該当する者 文部科学大臣の定める基準（修業年限が２年以上で，課程の修了に必要な総授業

時数が 1,700時間以上）を満たすことを証明する書類を提出して下さい。

住民票又は入国査証の写し 住民票の場合は市町村長から交付された在留資格及び在留期間が明記されたもの

（ 外 国 人 留 学 生 の み ） を提出して下さい。

英語能力試験の成績評価証明書 TOEIC Listening & Reading 公開テストのTOEIC Listening & Reading Official

Score Certificate（公式認定証）の写しを１部提出してください。また，試験

当日にTOEIC Listening & Reading Official Score Certificate（公式認定証）

の原本を必ず持参して下さい。

なお，TOEIC Listening & Reading Official Score Certificate（公式認定証）

は平成３０年４月１日以降の試験を受験したものに限ります。

[注] 日本語又は英語以外の言語によるものは、日本語又は英語の訳文をつけて下さい。
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５．選抜方法・配点

入学者の選抜は，英語，面接（口頭試問を含む）の結果を総合して判定します。志願理由書，最終学校の成績証明書等

は面接時の参考資料とします。

選 抜 方 法 配 点

英 語 茨城大学で学ぶために必要な基礎的な学力をみます（英語能力試験の成績を利用）。 １００

面 接 面接は個人面接で２０分程度行います。 ２００

（口頭試問 志望する学科に関する関心と適性，学習意欲，積極性, 英語力などの資質を見ます。英

を含む） 語力の資質は, 茨城大学農学部が用意した英文の音読により評価します。また，以下の
教科で口頭試問を行います。

食生命科学科：

生物学，化学，数学の３分野から各１問を出題し，そのうち２問を選択して解答（＊）

地域総合農学科：

生物学，化学，数学，地学，物理学，経済学，社会学の７分野から各１問を出題し，そ

のうち２問を選択して解答（＊）

（＊） 生物学，化学，数学は２学科共通の問題を使用します。

６．選抜試験日程・試験場

試 験 日 学 科 ・ コ ー ス 試験科目等・時間

食生命科学科 バイオサイエンスコース 面 接
（口頭試問を含む）

令和２年６７月１４１８日 農 業 科 学 コ ー ス
（日土） 地域総合農学科 10:30 ～

地 域 共 生 コ ー ス

（注）１．試験当日は，１０時までに農学部試験場へ集合して下さい。

２．受験者は，本学部で交付した受験票を必ず持参して下さい。

農学部試験場

茨城大学農学部 茨城県稲敷郡阿見町中央３－２１－１

７．合 格 者 発 表

令和２年７８月３７日（金）１３時（予定）農学部掲示板に発表するとともに，合格通知書を本人に送付します。また、

農学部ホームページ【http://www.agr.ibaraki.ac.jp/】上でも合格者の受験番号を発表（１４時以降）しますが，これ

は補助的なものであり，上記の掲示による合格者発表，又は郵送される合格通知書により確認して下さい。

なお，電話等による照会には，応じておりません。

８．確 約 書 の 提 出

合格通知書を受けた者は，本人及び保証人が連署した編入学確約書を令和２年７９月３１３０日（水）１８時までに

提出して下さい（郵送及び持参どちらでも可）。期日までに届かない場合は，本学に入学の意志がないものとして取り扱

います。ただし，出願資格(2)～(6)で「見込み」の者が令和３年３月までにその条件を満たさなかった場合は入学でき

ません。
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９．入 学 手 続

入学手続等については，編入学確約書提出者に対して令和３年２月上旬に送付する「入学手続案内」でお知らせしま

す。

入学料及び授業料については，次のようになります。

入学料 ２８２，０００円

授業料 （前期分）２６７，９００円 （年額 ５３５，８００円）

（注１）入学手続きまでに入学料及び授業料の改定が行われた場合には，改定時から新入学料及び新授業料が適用さ

れることになります。

（注２）在学中に授業料の改定が行われた場合には，改定時から新授業料が適用されることになります。

（注３）入学時に納入する金額は，上記入学金に加えて，学研災保険料などが含まれます。入学時納付金の金額につ

いては「入学手続案内」で別途お知らせします。

入学手続場所

茨城大学農学部学務グループ

〒３００－０３９３

茨城県稲敷郡阿見町中央３－２１－１

TEL ０２９－８８８－８５１９

１０．入学後の単位認定及び履修等

(1) 選択したコースの授業科目（基盤教育科目と専門科目）について，最終出身学校等の修得科目，授業内容等により

既修得単位の認定が行われます。その結果によっては，第３年次に編入学しても２年間で卒業できないことがあります。

また，教育職員免許状等の資格については２年間で取得することは非常に困難です。教育職員免許状取得を目指す

場合，必ず入学手続の前に入学手続場所へ連絡をしてください。

なお，本学における卒業に必要な単位は９ペ－ジのとおりです。編入学後の在学期間は４年を超えることはできませ

ん。

(2) 農学部学生の履修登録の上限は，年間４６単位です（卒業要件外科目・集中講義を除く）。

(3) 食生命科学科については，前の学校が食品衛生法第４８条第６項（３）による施設と認められていない場合，食生命

科学科を卒業し、食品衛生管理者等任用資格に関する教育プログラムを修了したとしても、食品衛生管理者としての資

格要件を満たしません。

１１. 注意事項

(1) 出願書類等の不備なものは，受理できません。

(2) 出願書類受付後は，いかなる事情があっても記入事項及び書類の変更は認めません。また，出願書類等及び検定料の

返還はできません。

ただし，検定料を振り込んだ上で出願しなかった場合又は誤って二重に振り込んだ場合は検定料の返還請求ができる

ので，申し出て下さい。

(3) 宿泊施設の斡旋は行いません。

(4) 出願書類の請求は，２１０円分の切手を貼った宛名明記の返信用封筒〔角型２号（33.5cm×24.0cm）を同封し，封筒

に「農学部編入学学生募集要項請求」と朱書のうえ，下記まで請求して下さい。

茨城大学農学部学務グループ TEL 029-888-8519

〒300-0393 茨城県稲敷郡阿見町中央３－２１－１

(5) 健康上その他の理由により，受験又は修学に特別な配慮を必要とする者は，出願時に申し出て下さい。
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１２．そ の 他

Ⅰ．学費の免除及び徴収猶予（延納・月割分納）

入学料については免除及び徴収猶予、また、授業料については免除及び徴収猶予（延納・月割分納）する制度がありま

すので、免除・徴収猶予等を希望する者は、入学料又は授業料を納入しないで、入学手続前に下記の問い合わせ先に相談

してください。

< 入学料及び授業料の免除、徴収猶予についての問い合わせ先 >

茨城大学学生支援センター 電話 029-228-8067

(1)入学料免除について

日本学生支援機構の給付奨学生となる資格を有する場合、日本学生支援機構の定める区分に準じた額で、入学料を免

除する制度があり、入学料の全額、２/３額、１/３額を免除します。

日本学生支援機構の給付奨学金の採用は、入学者本人、家計支持者（父母がいる場合は父母とも）の住民税情報を基

に決定されます。（ただし、他大学等で令和２年４月から開始される新制度による入学料免除を受けている場合は、対象

外となりますのでご注意ください。）

なお、日本学生支援機構の給付奨学生となる資格を有しない場合であっても、入学前年（令和２年）の１月（入学前

１５か月）以降に、予期できない事由により家計が急変し、急変後の収入状況が住民税情報に反映される前に緊急に支

援の必要がある場合には、急変後の所得の見込みにより、要件を満たすことが確認できれば入学料免除の対象となるこ

とがあります。

また、収入基準等の要件を満たさず、日本学生支援機構の給付奨学生となる資格を有しない場合であっても、2011年3

月以降に指定された災害救助法適用地域において、地震、台風等の災害により被災した場合を対象とした、本学独自の

被災学生に対する入学料免除があります。

家計急変による免除や本学独自の被災学生に対する入学料免除を希望される方は、事前に茨城大学学生支援センター

までご相談ください。

(2)入学料徴収猶予について

経済的理由により入学料の納入期限（入学手続期間）までに納入が困難であり、かつ、学業優秀と認められる場合及び

入学前１年以内に、学資負担者が死亡し、又は入学者もしくは学資負担者が風水害等の災害を受け、入学料の納入期限

（入学手続期間）までに納入が困難であると認められる場合などに、本人の申請により選考の上、入学料の徴収を猶予す

る制度です。

(3)授業料免除について

日本学生支援機構の給付奨学生となる資格を有する場合、日本学生支援機構の定める区分に準じた額で授業料を免除す

る制度があり、授業料の全額、２/３額、１/３額を免除します。

日本学生支援機構の給付奨学金の採用は、入学者本人、家計支持者（父母がいる場合は父母とも）の住民税情報を基に

決定されます。

なお、日本学生支援機構の給付奨学生となる資格を有しない場合であっても、入学前年（令和２年）の１月（入学前

１５か月）以降に、予期できない事由により家計が急変し、急変後の収入状況が住民税情報に反映される前に緊急に支援

の必要がある場合には、急変後の所得の見込みにより、要件を満たすことが確認できれば授業料免除の対象となることが

あります。

【学費の免除及び徴収猶予に関する重要なお知らせ】

2020 年 4 月から、国の政策として、意欲ある子供たちの進学を支援するため、授業料・入学料の免除または減

額と、返還を要しない給付奨学金の大幅拡充がされる新たな支援措置（新制度）が実施されることとなりました。

茨城大学では、この新制度を利用できる対象機関として、2019 年 9 月に認定を受け、既に文部科学省のホーム

ページにおいて、公表されているところです。

本学における学費免除は、この新制度に基づき実施することになります。学費免除の申請にあたっては、原則、

日本学生支援機構の給付奨学金の申請が必要となりますので十分にご注意ください。

国の施策「高等教育の修学支援新制度」（新制度）

文科省：https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/hutankeigen/

JASSO：https://www.jasso.go.jp/shogakukin/kyufu/
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また、収入基準等の要件を満たさず、日本学生支援機構の給付奨学生となる資格を有しない場合であっても、2011年3

月以降に指定された災害救助法適用地域において、地震、台風等の災害により被災した場合を対象とした、本学独自の被

災学生に対する授業料免除があります。

家計急変による免除や本学独自の被災学生に対する授業料免除を希望される方は、事前に茨城大学学生支援センターま

でご相談ください。

(4)授業料徴収猶予（延納・月割分納）について

経済的理由により授業料の納入期限までに納入が困難であると認められ、かつ、学業優秀と認められる者、その他やむ

を得ない事情と認められる場合に、本人の申請により選考の上、授業料の徴収を猶予（延納・月割分納）する制度です。

Ⅱ．奨学金について

①日本学生支援機構奨学金

返還を要しない「給付奨学金」及び、返還を要する貸与型の奨学金である、第一種奨学金（無利子）と第二種奨学金

（有利子）があります。

なお、日本学生支援機構の給付奨学金に採用されることで、学費免除支援が受けられることになります。奨学生に採用

されるには、日本学生支援機構で定める、収入等の基準や、学力基準を満たしている必要があります。詳細は日本学生支

援機構のホームページをご確認ください。

日本学生支援機構URL：https://www.jasso.go.jp/shogakukin/

②地方公共団体及び公益法人等の奨学金

日本学生支援機構の他にも，地方公共団体や公益法人等の奨学団体が行っている奨学金制度があります。申請にあたっ

ては、奨学団体ごとに定める募集資格等を満たしている必要があります。

本学に案内のあった、募集内容については、学内の教務情報ポータルシステムを利用し、随時在学生向けに案内してい

ます。

③茨城大学における奨学金制度

本学では独自の奨学金制度を設けていますが、高等教育の修学支援に関する新制度の開始に伴い、現在支援内容の見直

しを行っているところです。

決定次第、本学のホームページで案内いたします。

茨城大学における奨学金制度URL：https://www.ibaraki.ac.jp/student/economicsupport/scholarship/

Ⅲ．保健制度

①学生教育研究災害傷害保険

国内外において，学生が，正課中，学校行事中，学校施設内，学校施設外で大学に届け出た課外活動中，通学中

の事故により身体に傷害を被った場合に対処する保険です。

②学研災付帯賠償責任保険

国内外において，学生が，正課，学校行事およびその往復中に，他人にケガをさせたり，他人の財物を損壊した

ことにより被る法律上の損害賠償に対処する保険です。Ａコース，Ｂコースの活動内容があり，学生教育研究災害

傷害保険の加入者に限られます。

③学研災付帯学生生活総合保険

学生生活の２４時間を学生教育研究災害傷害保険に付帯して補償する保険です。学研災付帯学生生活総合保険の

加入は，学生教育研究災害傷害保険の加入者に限られます。

Ⅳ．茨城大学入学者選抜試験における災害救助法等の適用地域の被災者に対する入学検定料免除の特別措置について

茨城大学では，災害等で被災した受験生の進学の機会を確保する観点から，本学入学者選抜試験の出願に際し，入学

検定料免除の特別措置を実施いたします。申請希望者は、入試の出願受付開始１週間前までに，事前に茨城大学学務部

入学課（０２９－２２８－８０６４）に連絡し，相談してください。
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１３．個人情報の取扱いについて

「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」に則り，本学入学者選抜に用いた個人情報については，

入学者選抜に係る調査・研究等及び就学に係る用途にのみ使用し，「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関す

る法律」第９条に規定されている場合を除き,出願者本人の同意を得ることなく他の目的で利用又は第三者に提供する

ことはありません。
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卒 業 要 件

卒業に必要な最低修得単位数は次の通りです。

区 分 最 低 修 得 単 位 数

入 門 科 目 大 学 入 門 ゼ ミ ２

（４）

茨 城 学 ２

共通基礎科目 プ ラ ク テ ィ カ ル ・ ６

基 （１２） イ ン グ リ ッ シ ュ

情 報 リ テ ラ シ ー ２

盤

心 と 体 の 健 康 １

教 科 学 の 基 礎 ３

多 文 化 異文化コミュニケーション ２

育 理 解 （ 初 修 外 国 語 含 む ）

ヒ ュ ー マ ニ テ ィ ー ズ

科 ３

パフォーマンス＆アート

目 自 然 と 自 然 ・ 環 境 と 人 間 ２

社 会 の

広 が り グローバル化と人間社会 ４

キャリア ラ イ フ デ ザ イ ン １

を考える

基盤教育科目 計 ２８

専 門 科 目 計 ８３～９０ ※1

自 由 履 修 科 目 ※2 要件なし

合 計 １２４ ※3

※1 学科・コースによって異なるので注意すること。

※2 所属するカリキュラムの課程表に記載されていない農学部専門科目や他学部の専門科目，全学共

通科目，並びに基盤教育科目で必要単位数を超えて修得した科目を指す。ただし，教育職員免許

状取得のために必要な科目の一部及び一部の専門科目は卒業要件外科目となり，自由履修科目と

はならない。

※3 基盤教育科目の最低修得単位数と専門科目の最低修得単位数を合計しても、卒業単位の１２４単

位には満たない。その差分は基盤教育科目，農学部専門科目，自由履修科目の単位を修得する。

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
科
目
（
１
２
）
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農学部アドミッション・ポリシー

茨城大学農学部では、グローバル社会における農業・食料問題を理解して、国際的な視点から食料・食品の高度

化、農業を核とした新産業の創出に主体的かつ意欲的に取り組み、地域の農業と地域コミュニティの活性化を支え

る実務型農学系人材に育成します。

したがって、農学部において入学者に求める能力・資質は以下のとおりです。

① （知識・技能）農学部における専門分野での学修に必要な基礎学力

② （知的関心）農学及びその周辺分野のみならず、社会の課題全般に対する幅広い知的関心

③ （思考力・判断力・表現力）これまでの学習と生活において、農業、環境、食料の課題について他者と共に課題解決を目指した

経験があり、そのための基礎的な思考力・判断力・表現力を有していること、あるいは、それらを身に付ける意欲を有している

こと。

④ （主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）これまでの学習と生活において、農業体験やボランティア活動などに参加し、

世代や国籍を超えた多様な人々と協働して主体的に活動した経験があること、あるいはそのような活動をする意欲を有している

こと。

農学部ディプロマ・ポリシー

茨城大学農学部の教育目標は、国際的な視点による食料・食品の高度化及び農業を核とした新産業創出に主体的

かつ意欲的に取り組み、地域の農業と地域コミュニティの活性化を支える実務型農学系人材を育成することである。

そのために、茨城大学が卒業生に求める資質に加え、農学部の学生が卒業時に身につけているべき５つの能力をデ

ィプロマ・ポリシーとして定める。

【世界の俯瞰的理解】多様な文化と価値観を持って、グローバル社会における農業・食料問題を包括的に理解して

いる。

【専門分野の学力】総合科学としての農学分野の専門知識と技術を修得している。

【課題解決能力・コミュニケーション力】「生命を支える食料と食品」の課題を科学的視点から多面的に検討し、

他者と協調しながら解決する能力を修得している。

【社会人としての姿勢】農学系専門職業人として、生涯にわたり主体的に学び続け、自然との共生社会の実現に貢

献する意欲を有する。

【地域活性化志向】獲得した専門性を活かし、地域社会の持続的発展に寄与する意欲を有する。

農学部カリキュラム・ポリシー

茨城大学農学部の教育目標を実現するためのカリキュラム・ポリシーは以下のとおりである。

【教育課程の編成】ディプロマ・ポリシーに定めた5つの能力を育成するために、基盤教育科目と専門科目からなる4

年間の体系的な教育課程を編成する。

【課題解決能力の育成】地域社会と連携した農学教育により、グローバル社会における課題に対峙するための深い洞

察力と多面的視野による課題解決能力を醸成する。

【実践的英語能力の育成】基盤教育科目による英語の基礎力を礎に、農学系専門職業人としてグローバルに活躍する

ために必要な専門用語等に関する英語力を主に専門科目において学修させる。

【地域理解と国際理解を育成する教育の推進】地域および海外をフィールドにした体験型実習や講義により社会の多

様性を理解し、複雑な現代社会の課題を解決するための協調性、コミュニケーション能力等の汎用性能力を醸成する。

【教育の質の保証】学習時間の確保と厳格な成績評価により単位の実質化と可視化を図るとともに、教職員の不断の

努力により、変化が著しい農学分野に対応した授業改善を推進する。
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食 生 命 科 学 科

アドミッション・ポリシー

食生命科学科では、生命科学や食品の加工、流通、安全性に関する知識や技能を修得し、食料・食品分野で国際的

に活躍できる人材を育成します。

したがって、食品科学と生命機能を学ぶ基礎学力を持ち、農業、環境、食料についての課題を理解し、主体性を持

って解決へ導く意欲を持つ学生を求めます。国内外の多様な人々と協働しながらグローバルな視点で課題を探究する

場もありますので、自分の考え方を整理して伝える力と英語力を身に付けてきてほしいと願います。

ディプロマ・ポリシー

【専門分野の学力】動物、植物及び微生物の生命現象に関する基礎を理解し、生命科学や食品科学に関する専門知識

と技術を修得している。

【社会人としての姿勢】修得した知識や技術を、生物機能の高度利用や安全な食料・食品の生産、供給へと展開して

いくことができる総合力や創造力を修得している。

【課題解決能力・コミュニケーション力】高度職業人として様々な問題に対峙し、生命科学分野や食品分野で国際的

に活躍できる思考力や語学力を修得している。

カリキュラム・ポリシー

【教育課程の編成】生物の機能や生物資源の高度な利用法について理解させるために、動物、植物及び微生物につい

ての生命現象、及びそれらの分子レベルから個体レベルに至る相互作用に関する基盤的な講義科目と発展的な専門講

義科目、および実験科目を体系的に学修させる。

また、食品の加工・流通の分野で国際的に活躍できる人材を育成するために、食品科学に関する知識・技術につい

て、基盤的な講義科目と発展的な専門講義科目、および実験科目を体系的に学修させる。

【課題解決能力の育成】生命科学や食品科学に関する専門知識と技術を修得させ、さらに卒業論文研究やゼミナール

等を通して、バイオテクノロジーを駆使した生物機能の高度利用や安全な食料・食品の生産、供給に関する様々な問

題を解決するための能力を育成する。

【実践的英語能力の育成】生命科学や食品分野で国際的に活躍できる思考力、語学能力を身に付けた農学系専門職業

人を育成するために、その分野に関する実践的な英語教育を行う。

地 域 総 合 農 学 科

農業科学コース アドミッション・ポリシー

地域総合農学科農業科学コースでは、農作物の栽培や品種改良、病気や害虫の防除に関する知識や技能を主に修得

し、農産物の国際競争力の強化や高品質・高付加価値生産などに対応した、新しい時代の農業技術の発展に貢献する

人材を育成します。

したがって、生物学を中心とした「農学」の幅広い基礎学力・興味を持ち、地域の発展や農業の国際化に、主体的

に取り組む意欲を持った学生を求めています。世代や国境を超え人々と議論しながらの実践的な学びもありますので、

自分の考えを伝える表現力と英語力を身に付けてきてほしいと願います。

地域共生コース アドミッション・ポリシー

地域総合農学科地域共生コースでは、美しい農村の景観をまもり、地域・農産物のブランド力を高め、災害に強い

地域をデザインする技術や政策に関する知識・技能を修得し、豊かな地域の未来を創造できる人材を育成します。

したがって、理系科目、文系科目を問わない幅広い基礎学力・興味を持ち、未来に向けた地域づくりと、世界に羽

ばたく農業の実現に意欲を持つグローカル志向の学生を求めます。世代や国境を超えた人々と議論や協働をおこなう

学びもありますので、自分の考えを伝える表現力と英語力を身に付けてきてほしいと願います。
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ディプロマ・ポリシー

【専門分野の学力】科学的知見に基づいた作物生産、地域や農業を支える水、土、気象などの生産基盤、そして流通、

経営など地域の持続的発展に寄与する一貫した専門知識・技能を修得している。

【課題解決能力・コミュニケーション力】地域社会の抱える課題を正確に把握し、解決へ導く力を修得している。

【地域活性化志向】地域の産業振興や地域の活性化に貢献できる知識、技術、思考力、行動力を身に付けている。

カリキュラム・ポリシー

【教育課程の編成】 農業生産に関する知識・技術から食料政策、農地や水の保全にわたる教育体系を整備するととも

に、社会科学系科目を織り込んだ文理融合型の教育課程として農業科学コースと地域共生コースを編成する。農業科

学コースでは農作物の生産と利用、品種改良及び病害虫防除等の植物防疫に関する専門的知識や技術の修得を目的と

した教育を行う。また、地域共生コースでは農業や農村の持続的発展を実現するために、地域の農業生産力向上、新

産業創出・地域づくりに必要な専門的知識や技術の修得を目的とした教育を行う。

【課題解決能力の育成】農産物の生産から加工・流通に至る1次産業から3次産業までの過程を総合的に理解させる分

野横断型教育課程を編成する。この課程では農学の専門知識及び技術を総合的に活用し地域の課題を解決するととも

に社会の創生・発展に繋げる思考力・行動力を養うための教育を推進する。

【地域理解と国際理解を育成する教育の推進】地域を題材にした課題解決型実習科目や海外のインターシップにより、

地域の多様な課題を抽出し分析する能力を育成する。

附属国際フィールド農学センター

農学部キャンパスに隣接する農場としては，全国でも屈指の規模（２２ヘクタール）です。大型農業機械を駆使し

た水田・畑作や畜産部門は高い生産性を誇っています。最近は，環境保全型の農業技術研究や園芸に重点を置いた生

産技術研究で成果を上げています。これらの研究成果を基礎に農業生産技術や農業安全管理の実習，教育を行ってい

ます。農業生産全般にわたる幅広い知識や技術を身につけ，国内や海外において農業技術指導ができる優れた人材の

育成を目指しています。

大 学 院 農 学 研 究 科（修士課程）
大学院連合農学研究科（博士課程）

学部で学んだ内容をさらに深めることを希望する学生のために，大学院農学研究科（修士課程）があり，２

年間の課程を修了した者には修士の学位が与えられます。さらに，東京農工大学・茨城大学・宇都宮大学を構

成大学とする東京農工大学大学院連合農学研究科（博士課程）もあり，修士課程修了後３年間の研鑽を積み，

最終試験にパスした者には博士の学位が与えられます。
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令和３年度
受 験 番 号

茨城大学農学部３年次編入学志願票
※

ふ り が な 男
昭和

・ 年 月 日 生（ 歳）
氏 名 平成

女

志願学科・
コース

出
立 大学・短期大学・高等専門学校・専修学校

願 学校名 学部 学科（ 年）在学中

年 月卒業・卒業見込・その他（ ）
資

〒 ℡ ( ) -
所在地

格

〒 ℡ ( ) -

携帯 ( ) -

本 人

連

〒 ℡ ( ) -

絡
保証人

又は

場 保護者
氏名 続柄
ふりがな

所
＜合格通知用宛先（合格発表時）＞ ＜入学手続用宛先（令和3年2月上旬送付）＞

書 類 □ 本人の連絡場所と同じ □ 本人の連絡場所と同じ

送付先 □ 保証人又は保護者の連絡場所と同じ □ 保証人又は保護者の連絡場所と同じ

年 月 ～ 年 月
職

年 月 ～ 年 月
歴

年 月 ～ 年 月

志願票記入上の注意
(1)※欄は記入しないで下さい。
(2)黒又は青のペン又はボールペンを用い，楷書で丁寧に記入して下さい。
(3)訂正する場合は，二重線で抹消して訂正印を押して下さい。
(4)書類送付先の□の欄には，当てはまるものにチェックを入れて下さい。
(5)本人，保証人又は保護者の連絡場所及び書類送付先は，出願上の照会及び合格通知書送
付の際に必要となるので，提出後変更があった場合は直ちに申し出て下さい。

(6)最終学校卒業後に職歴のある場合は、職歴欄に記入して下さい。



 



キ リ ト リ

※欄は記入しないでください。

令和３年度

茨城大学農学部

３年次編入学試験受験票

受 験 番 号 ※

志願学科・
コース

ふりがな

男・女
氏 名

キ
キ

リ
リ

ト
ト キ リ ト リ

リ
リ

○ ○
線

線
令和３年度

茨城大学農学部

３年次編入学試験写真票

受 験 番 号 ※

志願学科・
コース

ふりがな

男・女
氏 名

写真貼付欄

○写真は出願前

３ケ月以内に

撮影した脱帽

正面上半身で

(4cm×3cm)

として下さい。

キ リ ト リ



受験心得

１．受験者は，試験当日は１０時までに農学部
試験場に集合して下さい。

２．試験場内では，試験監督者の指示に従って
下さい。

３．受験票は，試験当日必ず持参し，受験中は
机上の定められた位置に置いて下さい。

４．受験者の筆記用具は，鉛筆（シャープペン
シルも可），消しゴム，鉛筆削りのみとし
ます。

５．試験当日受験票を忘れたり，紛失した場合
には，速やかに農学部試験場本部まで申し
出て下さい。

６．本受験票は，入学手続き完了まで大切に保
管して下さい。



令和３年度茨城大学農学部３年次編入学試験志願理由書
※印欄は記入しないで下さい。

ふりがな 受 ※
男 学科

験
氏 名 ・

番
女 コース

号

5 10 15 20

5

10

15

20

25

30

注 １．字数は６００字以内とします。 （３０×２０）
２．横書きで，本人直筆で記入して下さい。
３．記入にあたっては，黒ボールペンを用い，文字は楷書で数字は算用数字を用いて丁寧に記入して下さい。

・
コ
ー
ス

志
願
学
科
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